
 

〈解説〉                                           

ポイントは「上がれる⽬は１通りしかない」ことです。 

問題⽂の中にさりげなくヒントを⼊れておきました。 

 

（１） 

「３回で上がる⽬の出⽅」は「２回までに上がらず次に上がれる⽬があるような⽬の出⽅」と同

じです。 

９マスでゴールなので、１回で上がれる⽬はありません。 

ここで、わかりやすいのでさいころを２回振ったときの⽬の合計の表を⽰します。 

 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

 

６×６＝３６（通り）のうち、 

上がりの「９」・・・４通り 

次に上がれない「２」・・・１通り 

の 

４＋１＝５（通り） 

を除いたものが答えです。 

３６－５＝３１（通り）・・・（答） 
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（２） 

表に整理します。 

回数 １ ２ ３ 

上がり ０ ４ ３１ 

上がりではない ６ ３１＋１ ３１×５＋１×６＝１６１ 

計 ６ ６×６＝３６ ３２×６＝１９２ 

 

回数 ４ ５ ６ 

上がり １６１ ８０５ ４０２５ 

上がりではない ８０５ ４０２５ ２０１２５ 

計 １６１×６＝９６６ ８０５×６＝４８３０ ４０２５×６＝２４１５０ 

 

４＋３１＋１６１＋８０５＋４０２５＝５０２６（通り）・・・（答） 


